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◆ 今年度の重点目標  協働し、自立する生徒の育成 ◆ 

自己実現に向け、進んで努力や工夫を積む子(自立)   力を合わせ、人のために行動する子(協働) 

 

  

岩内第二中学校 HPアドレス  http://www.town.iwanai.hokkaido.jp/dai2chu/ 
 

「たら丸雪像コンテスト」で活躍 

２月１１日（月）に、道の駅いわない前広場において「冬まつり２０１９」が行われました。そこ

で行われた「たら丸雪像コンテスト」に、本校野球部生徒（岩内第 

一中との合同チーム）と１年生有志が出場しました。生徒はコンテ 

スト前の土日を返上して雪像作りに取り組みました。その結果、野 

球部は「たら丸賞」、１年生は「アイデア賞」をいただきました。 

なお、１年生は冬休み中に練習を重ね、１月に行われた「子ども下 

の句かるた大会」にも出場しました。 

明るい未来のために 

教頭 青 木 真 一   

はやぶさ２が小惑星リュウグウに着陸し、サンプル採取を試みたとの快挙が世界に知れ渡りました。 

地球からリュウグウまでは約３億ｋｍとされ、宇宙ではすぐ近くです。ところが、往復の行程は約５２億

ｋｍに及び、片道２年半もの旅だそうです。これは、日本からブラジルにある６ｃｍほどの的に当てる精

度に相当するらしいです。これを聞くに、日本人の努力と工夫、あくなき探求心の結晶を感じます。 

その一つに、イトカワへ旅をしたはやぶさは、搭載したイオンエンジン４つ全てが故障し帰還が危ぶ

まれました。それを教訓に改良を重ねると、エンジンの耐久性に加えて推進力も向上し、今回の長旅を

支えています。また、リュウグウは思いのほか地表の凹凸が激しいらしいです。そこで、粘り強く地表を

調べ続け、機器の動作確認を入念に行いました。その結果、わずか半径３ｍほどの平地を見つけ、安全

に着陸を成し遂げました。これには、当初想定をはるかに上回る高度な技術を要したようです。はやぶ

さ２はリュウグウのサンプルを抱え、２年後に地球に戻ります。それから何が発見され、私たちの生活向

上にどうつながるか楽しみです。明るい未来と人類の幸福をもたらすことを願います。 

さて、はやぶさ２のように、成功にはたくさんの積み重ねが欠かせません。二中生はこの１年、真摯に

努力をしています。その努力を生かすために、将来の夢や目標に向けて正しく積み重ねることが大切

です。あと１か月で進学・進級を迎えます。そんな今だからこそ、自らの将来への考えを深めたいもので

す。学校では、将来を考える学びを重ねてきましたが、この機会にぜひ保護者の皆様からのよき導き

をお願いします。 

 



「スキー」を満喫しました 

３学期に入り、保健体育でスキー授業を行いま

した。いわないリゾートに出向き、各学年２回の

技能別グループ学習を計画しました。風邪の流行

や悪天候のために中止となる日や、学校周辺は吹

雪でもスキー場は絶好のコンディションという

日もある中、ボランティア指導員にも協力頂き、

生徒はスキー技能の向上を目指して練習を重ね

ました。また、その練習成果を生かし、２月１５

日（金）に１、２年生は「スキー遠足（ニセコモ

イワスキー場）」に出かけました。一段と大きなス

キー場で、のびのびとした滑りを満喫しました。 

全校で風邪予防を徹底 

岩内町内は１月下旬頃からインフルエンザが

流行し、本校でもり患者は１０名を越えました。

そのような中、校内のまん延を防ぐために全校で

予防に取組みました。マスクの着用、手洗いやう

がいの徹底、霧吹きや加湿器を使った教室の加湿、

十分な休養をとる等に努めました。その結果、昨

年度のような大流行に至らず、２月中旬にはすっ

かり収束しています。まだまだ流行期であり、特

に３年生は大切な入試や卒業式を控えています。

油断せず、体調管理を心がけたいものです。 

今のうちからできることは 

公立高校の入学試験を間近に控えた３年生は、

入試教科の勉強に加え、面接練習を重ねています。

面接では、その学校の志望理由や将来の希望など

が問われます。１、２年生のうちから将来につい

て考えを深めておきたいものです。また、面接官

の先生は、場に応じた言葉遣いや服装、態度がで

きるかも見ています。これらは、日頃からしっか

りできていれば、面接試験といえど何も心配はい

りません。「ＮＳＪ（二中生すごいじゃん）」にふ

さわしい生活を心

掛けることが、そ

の近道です。（写真

は登校時間に挨拶

運動をする生徒会

生徒です） 

「第７０回卒業証書授与式」のご案内 

９年間の義務教育を

終えて中学校を巣立

ちゆく４４名の卒業

生の門出を見守り御

祝福ください。３学年

のご家庭には別に案

内をお届けします。ご覧の上、ぜひご出席くださ

い。（写真は昨年のお別れの様子です） 

◇日時：３月１５日（金）９：２５ 卒業生入場 

           ９：３０ 開式 

◇会場：岩内第二中学校体育館 

 

「ＰＴＡお別れ会」にご参加ください 

ＰＴＡでは次のように「お別れ会」を行います。

例年たくさんの会員の皆様にご参加いただいて

おります。今年度をもって退会となる３学年ＰＴ

Ａの皆様には、最後の機会となります。後日案内

をお届けしますので、ぜひお申し込みください。 

◇日時：３月２２日（金） １９：００より 

◇会場や会費は調整中です。後日配布のご案内

プリントをご覧ください。 

 

「岩内二中安心メール」をご利用ください 

例年、雪解けが進んで暖かくなると不審者情報

が入ります。まだ寒い時期ですが、２月１４日に

は、泊村の下校途中の女子中学生が、ハザードラ

ンプを点灯させた男性が運転する車に後をつけ

られ、自宅前までついてきたということが起きて

います。もしもの時は、「いかのおすし～（ついて）

いかない、のらない、おおきな声を出す、すぐ逃

げる、しらせる」の行動をとって身の安全を守れ

るよう、覚えておきたいものです。 

なお、このような不審者情報は、「岩内二中安心

メール」で即座に登録の皆様にお知らせしていま

す。また、安心メールは連絡網に代わり、臨時休

校や学級閉鎖等による下校時刻変更の案内等を

素早くお知らせするためにも利用しています。ま

だ登録されていないご家庭は、この機会に是非登

録をご検討ください。 


